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１　東京都中央卸売市場（平成25年１～4月計）の青果物取扱高について

単位：ｔ，百万円，％

１～4月計 年間計 年間比 １～4月計 年間計 年間比 １～4月計 年間計 年間比

　H25 650,002 69,218 ←シェア（10.6％） 79,052 ←シェア（12.2％）

　H24 632,033 2,045,526 30.9 66,181 223,562 29.6 79,369 228,981 34.7

　前年比 (103) (105) (100)

　平年値※ 648,232 2,065,617 31.4 67,466 232,431 29.0 84,602 237,615 35.6

　平年比 (100) (103)    シェア（10.4％） (93)

　H25 164,184 14,383 ←シェア（ 8.8％） 14,473 ←シェア（ 8.8％）

　H24 179,328 511,249 35.1 15,826 47,837 33.1 16,621 43,230 38.4

　前年比 (92) (91) (87)

　平年値※ 169,503 508,736 33.3 15,747 51,392 30.6 15,505 43,006 36.1

　平年比 (97) (91)    シェア（9.3％） (93)

※平年値は平成19,20,21,22,24年の5ヵ年平均です。 【参考】
平成24年実績
１～１２月計

【参考】４月のみ

単位：ｔ，百万円，％

野菜＋果実 野菜 果実 野菜＋果実 野菜 果実 野菜＋果実 野菜 果実

　H25 172,983 142,680 30,303 19,881 18,843 1,038 19,986 19,909 77

　H24 149,452 122,792 26,660 17,786 16,909 877 18,497 18,416 82

　(前年比) (116) (116) (114) (112) (111) (118) (108) (108) (94)

　平年値※ 158,699 127,771 30,928 19,261 18,113 1,147 19,933 19,826 106

　(平年比) (109) (112) (98) (103) (104) (90) (100) (100) (72)

　H25 41,287 30,336 10,951 4,292 3,696 596 3,047 2,979 68

　H24 41,025 30,740 10,285 4,189 3,683 506 3,532 3,466 66

　(前年比) (101) (99) (106) (102) (100) (118) (86) (86) (103)

　平年値※ 42,252 31,136 11,117 4,827 4,212 615 3,597 3,510 87

　(平年比) (98) (97) (99) (89) (88) (97) (85) (85) (79)

 茨城県　：　金額シェア（9.4％）　，　数量シェア（10.9％）
 千葉県　：　金額シェア（8.5％）　，　数量シェア（11.2％）

金
額

②茨城産の入荷量は6万9千トン（前年比105％，平年比103％），金額は144億円（前年比91％，平年91％）と
なった。

③千葉産の入荷量は7万9千トン（前年比100％，平年比93％），金額は145億円（前年比87％，平年比93％）と
なった。

茨城県農産物販売推進東京本部情報

①全体の入荷量は65万トン(前年比103％，平年比100％），金額は1,642億円（前年比92％，平年比97％）と
なった。

市場計 茨城 千葉

数
量

金
額

４月の本県産青果物の数量はほぼ平年並となった。金額については前年並であったが，平年値と比較すると低
い。
本県産の主要な野菜の中では，数量の多かったれんこん，土砂混入の影響が残ったはくさいの価格が低かっ
た（詳細は次ページ参照）。

4月
市場計 茨城 千葉

数
量



２　東京都中央卸売市場（平成25年4月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高

前年比％ 平年比％ 前年比％ 平年比％
平年比％
（全国）

前年比％ 平年比％

3,929 103.7 104.3 181 97.3 93.8 96.5 710,659 100.9 98.0

1,104 102.2 92.4 459 100.0 92.7 89.3 506,055 102.1 85.6

659 167.8 133.1 307 50.4 58.8 60.0 202,480 84.7 78.4

844 97.9 93.3 237 109.2 95.6 98.9 200,185 107.2 89.1

5,416 106.9 102.1 49 57.6 54.4 57.6 267,884 62.0 55.8

18,843 111.4 103.9 196 89.9 84.1 87.3 3,695,836 100.3 87.7

470 77.1 79.6 763 120.7 119.2 116.9 358,420 93.0 94.9

280 218.8 85.6 503 90.3 101.6 102.1 140,789 197.7 87.0

1,038 118.4 90.5 575 99.7 106.3 99.7 596,191 117.8 97.0

※平年値は平成19,20,21,22,24年の5ヵ年平均です。
・レタス

・ピーマン

・れんこん

・きゅうり

・はくさい

・いちご類

・メロン類

　野菜類の入荷量は1万9千トン（前年比111％，平年比104％），単価は196円/kg（前年比90％，平年比84％）。
  果実類の入荷量は1,038トン（前年比118％，平年比91％），単価は575円/kg（前年比100％，平年比106％）。

品目
数量 t 単価 円／㎏ 金額 千円

野菜

レタス

ピーマン

れんこん

きゅうり

はくさい

野菜類計

いちご類

メロン類

果実類計

：茨城産の数量は平年並，単価は平年値を下回ったが，金額はほぼ平年並となった。
　市場全体の数量は6,175t（前年比97％）と，やや数量が少なかった。

：茨城産の数量，単価，金額は前年並だったが，平年値と比べると若干低い状況。
　市場全体の数量は2,198t（前年比114％）と多かった。

：３月に続き茨城産の数量が多く(市場全体では683ｔで前年比161％)，単価は低くなり，金額は前年，平年を下回った。

：茨城産の数量は平年を若干下回った。単価は前年より上がり、金額も前年を上回ったが、平年値は下回った。

：茨城産の数量は平年並だったが，価格は前年，平年値を大きく下回り，金額も前年の６割程度となった。
　市場全体の入荷量は6,921t（前年比114％）。特に上旬の数量が多かった（市場全体の４月上旬の数量は2,313tで前年比128％）。
　３月に続き強風による土砂混入の影響が残り，業務用で使われ難かったこと，本県産の数量増加に売りがついていけず，停滞したこと等
が価格低下の要因と考えられる。

：茨城産の数量は前年より少なく（市場全体では4,426t前年比86％），単価は平年を上回ったが，金額は前年，平年を下回った。

：茨城産の数量は，この時期の数量が少なかった前年に比べると多く，単価は前年より低，金額は前年より高くなった。
　平年比を見ると，数量・金額ともに低くなっている。
　この時期最も数量の多かった熊本産は，438ｔ（前年比146％），価格は591円／㎏（前年比93％）だった。
　５月に入っても，メロンは他県産も含め販売に苦戦している。


